
平地林の有効活用を問う

答　弁 教育の場として生かしたい

竹嶋　久雄　議員（自ク）

質
問　
都
市
緑
地
は
、
人
の
心

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
景
観
に

潤
い
を
与
え
、
自
然
環
境
や
そ

の
利
用
を
楽
し
む
こ
と
な
ど
の

機
能
を
も
っ
て
い
る
。
町
で
は
、

緑
の
財
産
と
し
て
保
存
樹
林
の

推
進
を
図
り
、
そ
の
成
果
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
平
地

林
の
緑
と
地
形
を
さ
ら
に
生
か

し
、
住
民
が
利
用
で
き
る
よ
う

な
環
境
整
備
が
必
要
と
思
う
。

そ
こ
で
第
三
小
学
校
西
側
一
帯

の
平
地
林
を
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ

ー
ス
や
学
校
林
、
さ
ら
に
は
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
整
備
保
存

す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
林
地
等
の
造
成

が
必
要
で
あ
り
こ
の
場
所
で
の

設
置
は
難
し
い
。

　

学
校
林
と
し
て
は
、
総
合
的

学
習
の
場
と
し
て
、
利
活
用
を

前
向
き
に
検
討
す
る
時
期
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
域
避
難
場
所
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
第
三
小
が
指

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
考
え
て

い
な
い
。

質
問　
介
護
保
険
法
の
改
正
に

伴
い
、
本
年
４
月
１
日
施
行
に

向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
介
護
施
策
等
に
つ
い
て

所
見
を
伺
う
。

問
①　
平
成
20
年
ま
で
に
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

町
長　
４
月
よ
り
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
高
齢
者
福
祉
課

に
設
置
し
、
介
護
予
防
（
栄
養

改
善
、
筋
力
、
口
腔
機
能
の
向

上
）
を
推
進
す
る
。

問
②　
認
知
症
高
齢
者
に
不
可

欠
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置

と
、
成
年
後
見
制
度
の
相
談
窓

口
の
設
置
に
つ
い
て
。

町
長　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ニ

ー
ズ
を
見
て
。
後
見
制
度
は
窓

口
を
設
置
。

問
③　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
る
介
護
給
付
費

適
正
化
対
策
事
業
と
取
り
組
み

な
ど
、
介
護
基
盤
の
構
築
に
つ

い
て
。

町
長　
町
で
は
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
は
効
果
的
と
考
え
て
い
な

い
の
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
技

術
向
上
研
修
の
実
施
な
ど
に
よ

り
適
正
化
に
努
め
た
い
。
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住
民
票
自
動
交
付
の
導
入
を
。

町
長　
費
用
対
効
果
か
ら

見
て
困
難
。

武
蔵
野
地
域
に
児
童
館
を
。

町
長　
町
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
て
調
査
、研
究
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
改
正
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

福
島　
千
恵
子　
議
員
（
公
）

４
月
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　答
弁

町
税
を
投
入
し
少
人
数
授
業
を

尾
作　
武
夫　
議
員
（
自
）

学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い

　答
弁

休み時間の校庭（第二小）

質
問　
少
人
数
で
学
習
す
る
こ

と
で
、
教
科
の
習
得
が
深
ま
り
、

分
か
る
喜
び
を
経
験
す
る
こ
と

で
、
学
習
意
欲
も
高
ま
る
。
学

習
の
満
足
感
・
達
成
感
が
得
ら

れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
相
互

や
教
師
と
の
人
間
関
係
も
安
定

す
る
。
充
実
し
た
学
習
は
、
心

の
ゆ
と
り
を
生
み
、
生
活
面
に

良
好
な
影
響
を
も
た
ら
す
。
そ

こ
で
、
少
人
数
授
業
、
複
数
の

教
師
に
よ
る
授
業
な
ど
教
育
環

境
の
整
備
が
何
よ
り
も
急
が
れ

る
。
自
分
達
の
地
域
の
学
校
を

自
分
達
が
払
っ
た
税
金
で
ど
う

変
え
て
い
く
か
で
あ
る
。
町
長
、

教
育
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
都
で
は
、
少
人
数
学
習

集
団
に
よ
る
授
業
を
推
進
す
る

た
め
に
、
加
配
教
員
の
配
置
を

行
っ
て
い
る
。
町
で
も
複
数
配

置
の
学
校
を
含
め
、
す
べ
て
の

小
中
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
サ
ポ

ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
学
校
に

派
遣
し
、
配
慮
を
要
す
る
児
童

へ
の
支
援
も
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　

今
後
、
町
と
し
て
も
教
育
委

員
会
の
意
向
を
把
握
し
な
が
ら

子
供
た
ち
の
学
力
向
上
、
環
境

整
備
に
努
め
る
所
存
で
あ
る
。

質
問　
「
朝
鮮
戦
争
以
来
の
大

規
模
な
再
編
」
と
い
わ
れ
る
中

間
報
告
に
対
し
、
い
ま
全
国
各

地
で
基
地
強
化
反
対
の
た
た
か

い
が
、
政
治
的
立
場
の
違
い
を

こ
え
た
、
自
治
体
ぐ
る
み
の
た

た
か
い
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ

る
。
相
模
原
市
長
は
「
戦
車
に

ひ
か
れ
て
も
反
対
だ
」
、
座
間

市
長
は
「
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込

ま
れ
て
も
反
対
だ
」
と
言
明
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
「
容
認

す
る
」
と
表
明
し
た
こ
と
は
、

多
く
の
住
民
に
衝
撃
を
与
え
て

い
る
。
改
め
て
、
今
回
の
対
応

に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
在
日
米
軍
再
編
の
中
間

報
告
に
対
す
る
全
国
の
基
地
を

抱
え
る
自
治
体
の
状
況
は
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
、
府
中
基

地
に
あ
る
航
空
総
体
司
令
部
と

関
連
部
隊
が
横
田
基
地
に
移
駐

し
て
も
常
駐
機
の
配
備
は
な
く
、

連
絡
機
の
飛
行
が
１
日
１
便
程

度
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
航
空
自
衛
隊
と
の
共
同

使
用
を
容
認
す
る
こ
と
で
軍
民

共
用
化
の
動
き
を
封
じ
ら
れ
る

と
考
え
た
。

　

日
本
の
安
全
が
あ
っ
て
瑞
穂

の
安
全
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考

え
、
政
治
生
命
を
賭
け
て
容
認

を
表
明
し
た
。　

横田基地を飛び立つ米軍機

「米軍再編」の対応について

答　弁 政治生命を賭けて容認を表明した

大坪　国広　議員（共）

一般質問　町政を問う


